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ਔٶத৺෦のߏ
ʕேಊӃ۠ըΛத৺ͱしてʕ

京都府ڭҭிࢦಋ෦文化財อޢ՝

෭ओ査　தډ	ࢤ

１　はじめに

Β1200Ҏ্લのఱฏ12（740）、͔ࠓ、はٶਔګ
㆗㇇ㆄ㇀

ఱߖʹΑͬてӦ͞Ε、ฏ
ㆸㆂ㆘㇇ㆄㆌ㇇ㆄ

京͔

Β都͕ભ͞Εましͨ。ګਔٶではʮࠖ
㆓㇓ㆧ㇓ㆆㆂㆭ㇓㆗㆖ㆂㆮㆻㆄ

ాӬࢲ財法ʯ（地のࢲ༗ΛೝΊΔ法ྩ）͕ ఆΊΒ

ΕΔなど、ྺ্࢙のॏཁなͱなΓましͨ。都ͱしてのΛऴ͑ͨޙのఱฏ18（746）

ʹは、ګਔٶのத৺෦͕ࢁ
㇄ㆾ㆗㇍㆓ㆎㆶ㇓㆘

എࠃ寺（Ԭ京ભ
㆛ ㇓ ㆨ

都Ҏ߱はࢁࠃ寺）ͱΓସ͑ΒΕま

しͨ。ګਔٶٴͼࢁࠃ寺は࢙ʹࢦఆ͞Εています。

ত48͔Βଓ͘ൃ۷調査は、ྩݩʹ100ճのઅΛܴ͑ましͨ。ʹΘ

ͨΔൃ۷調査で、ګਔٶの࣮ଶղ明はগしͣͭਐΈ、ॏཁなՌ͕ੵΈ্͕ͬて͖ましͨ。

͜͜では、ྩݩͱྩ̎のୈ100ɾ101࣍調査のՌ͔Β͑ݟて͖ͨேಊӃ۠ը

の༷૬Λத৺ʹΛしてい͖ます。
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２　これまでの調査成果

恭仁宮跡は、東西に約560ｍ、南北に約750ｍの大きさで、周囲が高い土塀（築
つ い じ べ い

地塀）で囲

まれていました（第２図）。平城宮と比べると約３分の１の大きさになります。

宮の中心にあり、最も重要な施設が大
だいごくでん

極殿です。大極殿は、高さ１ｍ以上の大きな土壇

の上に造られた、東西45ｍ、南北20ｍもある大きな建物でした。北西と南西の隅に置かれ

ていた礎
そ せ き

石は、今も当時のままの位置に残っています。

大極殿が建つ大極殿院は周囲を回廊で囲まれていました。回廊は、築地を中心として両

側を通路にした「築
つ い じ か い ろ う

地回廊」と呼ばれる立派なものです（第３図）。発掘調査の結果、恭仁

宮の大極殿や築地回廊が、平城宮と同じ規格で造られていることが判明しています。奈良

時代の公式の歴史書である『続
し ょ く に ほ ん ぎ

日本紀』には、平城宮から恭仁宮へ大極殿と築地回廊が移

築されたことが記述されており、文献記録を発掘調査が裏付けることとなりました。

天皇が住み様々な儀式も行われた「内
だ い り

裏」は、通常一つしかないものですが、恭仁宮に

は東西に並ぶ二つの区画（内裏東地区・内裏西地区）があります。内裏西地区は、掘
ほったてばしらべい

立柱塀

で囲まれた、東西約98ｍ、南北約128ｍの大きさで、中央に大型の掘
ほったてばしらたてもの

立柱建物１棟が確認

されています。内裏東地区は、北面が掘立柱塀 、残る三方が築地塀で囲まれており、東

西約109ｍ、南北約139ｍの大きさで、内裏西地区より一回り広いことが分かります。また、

内裏東地区では、中央に大型の掘立柱建物跡２棟が南北に並んだ状態で確認されました。

内裏東地区と西地区は、聖武天皇と伯母である元
げんしょう

正太
だじょう

上天
てんのう

皇の住まいとする説がありま

す。

朝
ちょうどういん

堂院は貴族や役人が儀式などのために出仕するところで、朝
ちょうしゅういん

集院はその前に彼らが集

まるところです。周囲は掘立柱塀で囲まれていました。朝堂院の南端では、朝堂院南門と

大型の掘立柱建物が見つかっています。この大型掘立柱建物は、柱が密に立ち並ぶ総
そうばしら

柱構

造であることから、床張りであることがわかります。そして朝堂院地区南門の北側では、

天平13（741）、14（742）年の元
がんじつちょうが

日朝賀の際に立てられた宝
ほうどう

幢（幢
ど う き

旗）遺構が見つかっています。

３　第 100・101 次調査の成果

２か年の調査では、これまで未解明であった①朝堂院区画と大極殿院区画の接続方法の

解明、②朝堂院区画の北西・南東隅の確定、③朝堂院区画北門の構造解明、④朝堂院地区

内部の建物配置の４点の解明を目指しました。第100・101次調査には重複する点も多いこ

とから、以下項目別に取り上げます。

①大極殿院区画と朝堂院区画の接続方法

大極殿院の規模は複数の案がありますが、いずれも確定できる証拠が不足しています（第
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̐ਤ）。ୈ100࣍調査ୈ̍調査۠では、ேಊӃ۠ըの۷ཱபญΛݕग़しͨものの、େۃ఼Ӄ

ճ࿓の明ྎなࠟは֬ೝで͖まͤΜでしͨ。ͨͩし、ճ࿓の地のՄੑの͋Δݻڧなࠇ

৭地Λݕग़しͨ͜ͱ͔Β、ୈ101࣍調査では調査۠Λେ͖֦͘ுしୈ̍調査۠ͱしま

し （ͨୈ̒ਤ）。

調査の݁Ռ、ࠇ৭地のൣғΛ֬ఆすΔ͜ͱ͕で͖ましͨ。ࠇ৭地は、େۃ఼Ӄ

ճ࿓のఆҐஔͱ΄΅Ұகし、౦ʹは南ํ向の19106͕͋ߔΓます。౻
ㆵ㆘㇏㇉ㆌ㇅ㆄ

、ேಊӃではٶݪ

ேಊӦʹ͏Ӎ
ㆀㆾㆈㆡ

མまͨはਫฏج४のͨΊのૉ
㆙ㆼ㇊ㆿ㆞

Λઃ͚ていΔ͜ͱ͕明していますのߔ۷

で
ㅭ㉅ㅶㅮ

ճのࠓ、のՄੑ͕͋Γます。まͨߔΕͨ͞物Ӧʹͬて۷ݐʹ19106もಉ༷ߔ、

調査۠のଆʹ͋ͨΔୈ98࣍調査でも、ࠓճಉ༷の͘ݻకまΔΛݕग़しています。ࠇ

৭地は、19106ߔͱಉߦࢪʹ࣌して͓Γ、ॏྔ物ʹも͑͏Δ΄どのకまΓの͞ݻで、

͞ΒʹேಊӃ۠ը۱͕ۙすΔҐஔؔʹも͋Γます。ঢ়ڌূگతʹ、ࠇ৭地͕

େۃ఼Ӄճ࿓のج
ㆌ ㆝ ㆡ ㆍ ㇇ ㆄ

ૅ地ۀで͋ΔՄੑ͕ߴいͱい͑ͦ͏です。

ᶄ朝ಊ院۠ըの北西・南東۱

۱のப݀は、ୈ100࣍調査ୈ̍調査۠で΄΅ఆҐஔでݕग़しましͨ。ப݀は、୩

地ܗΛ埋Ίཱてͨ地্ʹઃஔしています。͜の地のঢ়گΛ֬ೝすΔͨΊʹ、ୈ

しͨͱ͜Ζ、地のத͔Βଟྔのย͕ग़しまࢪ調査で地のஅׂͪΓΛ࣮࣍101

しͨ。ยのதʹはޙड़すΔ
㇂ㆣㆉ㇓

؆ΛؚΜでいΔ͜ͱ͕ಛචで͖ます。୩地ܗΛ埋ΊΔ地

は、Ҩݕߏग़໘͔Β1.5̼۷してもࣗવ地ܗʹ౸ୡͤͣ、ګਔٶӦ࣌ʹେنな

地ΛͬߦていΔ͜ͱ͕明しましͨ。

南౦۱のப݀は、ୈ101࣍調査ୈ３調査۠でݕग़しまし （ͨୈ̓ਤ）。ݕग़しͨ南౦۱ப

݀ͱすでʹ͔ͬͭݟていΔ۱ப݀ͱΛ݁Ϳͱ、ୈ54࣍調査۠のபྻは౦ʹͣΕていま

す。͜のͣΕのݪҼはෆ明です。

基壇

۷ཱபญங地ճ࿓

基壇礎石

ʢ൘෪ʣʢנ෪ʣ

築地塀

地表面
雨落溝 地表面

雨落溝

ୈ３ਤ　ங地ճ࿓ɾ۷ཱபญの෮ݩஅ໘ࣜਤ
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③朝堂院区画北門

第100次調査第４調査区では、朝堂院区画北面掘立柱塀の南北に平行する溝19002・003

を検出しました。 この溝は、 朝集院区画でも同様に検出されている溝で、 掘立柱塀の

基
き だ ん が い そ う

壇外装の痕跡または雨落溝の可能性があります。溝19002・003は、第101次調査第２調査

区の柱穴20202の西側で途切れます。柱穴20202の北側約1.5ｍ（当時の寸法で約５尺、１尺

は約0.296-297ｍ）には、東西方向の溝20204があります。柱穴20202と恭仁宮中軸を挟んだ東

側の第98次調査で検出した柱穴18401とは、約10.4ｍ（約35尺）の距離があります。以上の遺

構検出状況からみて、柱穴20202と柱穴18401は朝堂院区画の北門を構成している可能性が

高いといえます。両柱穴間が35尺であることから、10-15-10尺間隔で柱が建ち、15尺の中央

が扉となる三
さんけんもん

間門を想定できます。柱穴20202の北側にある溝20204は、門の基
き だ ん

壇痕跡また

は雨落溝といえます。本調査区の遺構面上からは、原位置をとどめないものの塼
せん

（瓦質の

レンガ）が複数出土しています。これらの塼は、門の基壇の側面や上面に用いた可能性が

高いものです。

④朝堂院地区内部の建物

朝堂院地区内では、南よりで検出した大型掘立柱建物と付属する建物以外の建物が見つ

かっていません。朝堂院の中央南端では平成26・27年度に天平14・15（741・742）年の元日

朝賀に関わる宝幢（幡旗）遺構を検出していることから、『続日本紀』に記載のある「
しあでん（あずまやのとの）

四 阿 殿 」

（仮設の大極殿）が建つ可能性がありました
（注２）

。しかし、四阿殿の検出を目指した第100次調

査第２・３調査区では、どちらからも遺構が検出できませんでした。遺構面上は、大型掘

立建物の柱穴を覆っていた洪水由来の砂層に覆われていました。この洪水砂が確認できる

部分では恭仁宮期の遺構が良好に残ることから、両調査地に四阿殿が建つ可能性はないと

いえます。ただし朝堂院地区の中央には国道163号線が通るため、四阿殿が国道の下に眠

っている可能性は残されています。

４　朝堂院地区の様相

第100・101次調査の結果、朝堂院の四隅が確定し、北門の規模もほぼ明らかにすること

ができました。朝堂院区画の規模は、北・南面の平均値が約116.9 ｍ（約395 尺）、東・西面

の平均値が約98.8 ｍ（約333 尺）となります。５尺刻みで考えるならば、東・西面は335尺で

設計している可能性があります。朝堂院・朝集院区画の掘立柱塀は、約３ｍ（10尺）間隔で

柱が立ち並びます。朝堂院区画の北・南面が395尺、東・西面が335尺の設計なら、それぞ

れ５尺の端数が残ります。北面は門の中央間が15尺となるため矛盾しません。東面では、

北端から100尺南で15尺の間隔となる部分があります。同様に15尺の間隔は朝集院西面で
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も֬ೝで͖ます。͜ΕΒの15ईの෦はʹなΔͱ͑ߟΒΕています（ୈ̑ਤ）。ͦのͨΊ、

ઃੇܭ法ʹ現ΕΔ̑ईのは、のͨΊʹ༻ҙしͨものͱい͑ます。

ୈ100࣍調査ʹΑͬて、ேಊӃ地۠内のதԝʹݐ物͕ない͜ͱ͕明しましͨ。ͨ

ͩし、ୈ100࣍ୈ̎ɾ３調査۠の౦ʹはະ調査Ҭ͕͋Γ、ະのݐ物͕͋ΔՄੑは͋

Γます。まͨ、લड़のͱ͓Γ、࢛Ѩ఼はࠃಓ下ʹଘࡏすΔՄੑ͕͋Γます。

地۠内の南ଆでݕग़しͨେ۷ཱܕபݐ物ʹͭいては、૯பで͋ΔͨΊচுΓのݐ物ͱ

い͑ます͕、ேಊͱしてはྨྫのないߏです。ଞの都でྨࣅしていΔݐ物ͱしては、

ฏٶୈҰ࣍େۃ఼Ӄの南྆ଆʹͭݐ࿖
㇍ㆄㆉㆎ

ֳ͕͋Γます（ୈ̔ਤ）。ୈҰ࣍େۃ఼Ӄの࿖ֳ

は、େۃ఼Ӄճ࿓ͱҰମ化しͨ۷ཱபͱૅੴΛซ༻すΔݐ物で、பの75͕ܘᶲͱಛେで

す。ฏ໘نもߏもҟなͬてはいます͕、ګਔ京ભ都લのฏٶୈҰ࣍େۃ఼Ӄʹݐ

いͱい͑ますߴઃしͨՄੑはݐもಉ༷の࿖ֳΛʹٶਔګ、物で͋Γݐͭ
ㅭ㉅ㅸㅮ

جӈରশΛࠨ。

ຊͱすΔݹ代のݐ物ですので、த࣠ΛંΓฦしͨ౦ଆʹもಉ༷のݐ物͕͋Δ͜ͱでしΐ͏。

0 10m

:ʹ������:ʹ������

9ʹ�������

9ʹ�������

ேಊӃ۠ըೆ໘౦
̨̖�����

ேಊӃ۠ը౦໘
̨̖����

࣍���
ୈ̏ௐࠪ۠

࣍��

࣍��

࣍��

ୈ̓ਤ　ୈ101࣍ୈ３調査۠पลҨߏਤ（1/400）
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લظٶ ٶݪ౻

恭仁宮 ٶظޙ Ԭٶ

ฏٶʢୈҰ࣍ʣ

ฏٶʢୈೋ࣍ʣ

࿖ֳ

ୈ̔ਤ　ݹ代のٶத෦ൺֱਤ（1/9000）
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５　出Ҩ物

寺ౝ、ங地のपลҎ֎でのҨ物のग़ྔはଟ͘なࠃ఼やۃのத৺෦では、େٶਔګ

い向ʹ͋Γます。ͦ͏しͨதで、ୈ100ɾ101࣍調査ͱྡすΔୈ93࣍調査ではൺֱతଟ

͘のҨ物͕ग़しましͨ。தでもಛతなҨ物Λհします（ୈ̕ਤ）。

ͱྨנ、のҨ物ͱしては、̍ʙ͕̓͋Γます。ग़Ҩ物でଟいのはظٶਔګ
ㆯ ㆘ ㆌ

ɾثࢣ

ਢ
㆙ ㆆ ㆌ

ߴのثࢣのഋで、内໘ʹ文༷͕͋Γます。３はثࢣです。̍ɾ̎はثܙ
㆟ㆉㆤㆌ

ഋで、ഋの

ఈ෦ʹԁܗの文༷͕͋Γます。̐はਢثܙのฏ
ㆲ㇉ㆹㆂ

ළです。

のཱ地は地্ʹ͋ΔͨΊ、地தのਫ͕し͘、などの༗ٶਔګ
㇆ㆄㆌㆶㆤ

物はղػ

͞ΕてΒないの͕௨ৗです。し͔し、ୈ100ɾ101࣍ୈ̍調査۠では、୩地ܗΛେنʹ

埋Ίཱてͨ地͕͋Γ、୩地ܗதのਫ͕ଟ͔ͬͨͨΊʹ༗ػ物͕͞Εていましͨ。̑

０ 10 ㎝ʢ̍ʙ̐ɾ̒ʙ ��ʣ

０ ５㎝ʢ̑ʣ

̔

̐

̕

̏

̍

̎

��

����

Ψϥε ɾ࣭ۚ ଐண

ൺม৭
ׂΕ

��

ਅ

̑

̒

̓

෮ݩల։ਤ

��

ˎ֎ઢࣸਅಸจݚఏڙ

ʻګਔظٶͷҨʼ

ʻࢁഎʢࢁʣࠃظࣉͷҨʼ

ʢ ɾ̍̎ ɿ࣍���ୈ̎ௐࠪ۠ʣ
ʢ�ʙ ɿ̓࣍���ୈ̍ௐࠪ۠ʣ

ʢ ɾ̔̕ ɿ࣍���ୈ̍ௐࠪ۠ʣ
ʢ��ɿ࣍���ୈ̎ௐࠪ۠ʣ
ʢ��ʙ��ɿ࣍��ʣ
ʢ��ɿ࣍���ୈ̍ௐࠪ۠ʣ

ୈ̕ਤ　ग़Ҩ物（̑ɿ1/2、̑Ҏ֎ɿ1/4）
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～７はその中でも有機物のみが堆積した層から出土したものです。５は木簡で、墨
ぼっこん

痕があ

りますが、欠損が多く残念ながら文字は読み取れません。赤外線写真は独立行政法人国立

文化財機構奈良文化財研究所の協力を得て撮影したものです。木簡は、『続日本紀』など

の文献に記載のない文字資料として非常に重要です。本例は、恭仁宮全体で８点目、中心

部では初の木簡であり、とても貴重なものです。６・７は木簡状の形状をしていますが文

字のない斎
い ぐ し

串（祭祀用具）です。

山背（山城）国分寺期の遺物は、寺院として活発な活動のあった平安時代の遺物となりま

す。８は土師器皿で、９・10は東海の猿
さ な げ よ う

投窯の製品です。９は灰
か い ゆ う と う き

釉陶器、10は緑
りょくゆうとうき

釉陶器で

いずれも当時の高級品でした。10は小片ですが優美な花の文様を刻んでいます。

11～14は金属器生産関係遺物です。11は土師器皿を用いた坩
る つ ぼ

堝です。12は大型の青銅製

品の破片ですが表面に熱が加わっています。13・14は鞴
ふいご

の羽
は ぐ ち

口（送風管）です。第93・100・

101次調査区は国分寺の門前にあたりますが、こうした立地で金属器の生産活動をしてい

たことは興味深い事例といえます。

６　おわりに

恭仁宮跡の調査は、100回を超えてようやく中枢部の構造が解明されつつあります。朝

堂院と朝集院の区画規模が確定したのは大きな成果といえます。また、恭仁宮の中心部で

初の木簡が出土したことはとても重要です。大極殿院回廊の南限についても、その端緒と

なる成果を上げることができたといえます。ただし、当初目的とした大極殿院回廊の明確

な遺構は検出できておりません。朝堂院地区内部の構造も不明な点が多く残ります。今後

も調査を継続しつつ、恭仁宮の構造解明を進めていきたいと思います。

（注１）独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所　2003「朝堂院東第二堂・東面回廊の調査－第120次」

　　　　『奈良文化財研究所紀要　2003』

（注２）古川匠　2020「恭仁宮の構造と造営順序」『条里制・古代都市研究』35号

（注３）古川匠　2020「恭仁宮中枢部の儀礼空間とその構成－元日朝賀関連遺構の分析から－」『難波宮と

　　　　古代都城』中尾芳治編
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ୈ10ਤ　ୈ101࣍調査ୈ̎調査۠෮ݩΠϝージ（南͔Β）
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Ԭ京ભ都の࣮ଶ
ʕप౸ʹܭը͞Εͨભ都ʕ

（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

調査՝　খ　

１　はじめに

Ԇྐྵ３（784）11݄11日ʮఱ͕ߖฏ͔ٶΒԬٶʹҠすΔʯͱい͏ʰଓ
㆗㇇ㆎㆫㆻ㇓ㆍ

日ຊلʱ

の記ࣄʹΑΓԬ京ભ都͕ྺ࢙త࣮ࣄͱしてೝఆ͞Εています。Ұํ、ত29（1954）ʹ

Ԭٶୈ̍࣍調査ͱして࣮͞ࢪΕͨ ே
ㆡ㇇ㆄ

ಊ
ㆩㆄ

Ӄ
ㆂ㇓

会
ㆉㆂ

ণ
㆗㇇ㆄ


㇂㇓

のൃ۷調査Ҏ߱、現ࡏまでʹٶҬで

535ճ、ࠨ京Ҭで633ճ、ӈ京Ҭで1240ճ、߹2ܭ408ճʹٴͿൃ۷調査͕ߦΘΕています。

͜ΕΒの調査ʹΑͬて、Θ͔ͣ10の都で͋ΔԬ京の͕、ඇৗʹߴい͜ͱ͕Θ͔

Γましͨ。͜の͜ͱは、Ԇྐྵ （̐785）݄̍̍日ʮԬ৽京のେۃ఼でॳΊてݩ୴ ே
ㆡ㇇ㆄ

լ
ㆋ

Λ

。Βも͏͔͕いΔ͜ͱ͕で͖ます͔ࣄʱの記لʯͱい͏ʰଓ日ຊ͏ߦ

Ұํ、ൃ۷調査ͱͱもʹʰଓ
㆗㇇ㆎ

日
ㆫ

ຊ
ㆻ㇓

ل
ㆍ

ʱh 日
ㆫ ㆻ ㇓ ㆓ ㆄ ㆌ

ຊلޙʱなどの文࢙ݙྉ͔Βの研究も͔͞Μ

ɾฏٶ研究のな͔で࢙࣏Λத৺ͱすΔظ代લ࣌Βฏ͔҆ظޙ代࣌ΘΕ、ಸྑߦʹ

京ɾԬ京ɾฏ҆京のભ都やഇ都ʹؔすΔݟղ͕ଟ͘ൃ表͞Εています。

Λத৺ʹൃ۷調査のՌΛ౿ま͑な͕Β、Ԭ京ભܠతなഎ࣏ճは、Ԭ京ભ都のࠓ

都͕い͔ʹܭըతʹ࣮͞ߦΕ͔ͨʹͭいて͓しͨいͱࢥいます。

２　乙訓における大規模河川改修事業の実態

Ԭ͕ٶॴࡏすΔ向日ٰྕのલ໘ʹは、খാ͕ํ向͔Β南౦ํ向ʹྲྀΕています。

͜の地Ҭは、ܡのਫӡʹΑΔརศੑʹΑΓେいʹൃ展しͨҰํで、খാの൙ཞʹはۤ

しΊΒΕͨΑ͏です
ㅭ㉅ㅶㅮ

。

ฏ （̒1994）、Ԭ京ࠨ京ୈ366࣍の調査（ୈ̍ਤ）では、Ԭ京ࠨ京࢛Ұのਪ

ఆ地で ౦
ㆲㆋ㆗

Ұ
ㆂㆡ


ㆼㆄ


ㆼㆄ

ؒ
ㆉ㇓

౦
ㆲㆋ㆗

খ
㆓ㆄ

࿏
㆘

ͱ࢛ؒখ࿏のަࠩΛ֬ೝすΔͱͱもʹ、ަࠩの南Λྲྀ

ΕΔখാʹΑͬてܗ͞ΕͨপʹഉਫΛしていͨঢ়گも֬ೝで͖ましͨ
ㅭ㉅ㅷㅮ

（ୈ̎ਤ）。Ұ

ํ、Ԭ京の࿏໘ΛΔͨΊのҰ෦の地下で、ࢪ؛ޢઃ̨̭36675Λݕग़しましͨ。

͜のࢪ؛ޢઃは、ਅ͔Β౦ʹ78のओ࣠Λもͭઢతなྻߌͱ͔ͦ͜Β南౦ํ向ʹੜ

すΔ࠷5.5mΛଌΔ30ྻҎ্のྻߌでߏ͞Εています。֬ೝで͖ͨߌは֓Ͷ500ຊで

京埋セミナーࢿྉ/o.145 ʵ 448
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͋Γ、ํߌܗのҰลは15ʙ25Dm、͞は̍ʙ1.8mのπΨɾϚπɾΫψΪɾϞミࡐで͋Δ͜

ͱ͕थछಉఆでΘ͔Γましͨ。͜のେنなࢪ؛ޢઃは、খാのՏಓΛݻఆすΔͨΊの

ग़しのਫߌ
㆙ㆂ㆛ㆂ

੍ͱ͑ߟΒΕます（ୈ３ਤ）。ত50（1975）、͜の調査地͔Β౦ํ300mの地

で࣮͞ࢪΕͨࠨ京ࡾೋの調査でもߌΛଧͪࠐΜͩҨ͕֬ߏೝ͞Εて͓Γ
ㅭ㉅ㅸㅮ

、গな͘ͱ

も̍kmҎ্ʹΘͨͬてࢪ؛ޢઃ͕Ӧ͞ΕɼҎʹॴࡏすΔやॾࢪઃΛ൙ཞ͔Βक

ͬていͨͱ͑ߟΒΕます（ୈ̒ਤ）。

͞て、͜ΕΒのࢪઃ͕ΒΕͨظ࣌です͕、ࢪ؛ޢઃ̨̭36675ͱྡしてΈ͔ͭͬͨ

ࣗવྲྀ࿏̨̭36604ؒの͔ᷮなฏୱ໘͔Βॻ人໘͕ثग़し、ࢪ؛ޢઃ̨̭36675の౦

のߌのີू෦͔Βਢثܙᆵͱ人͕ܗग़しまし （ͨୈ̐ɾ̑ਤ）。ਢثܙᆵの͔ࣜܕΒฏ

ٶظ7ث（768ʙ784）ʹ ൺఆで͖、͜のԬ京ભ都લのେنվम͕ۀࣄ、記ࣄͱਂ

。ΒΕます（ୈ̒ਤ）͑ߟしていͨͱؔ͘

３　長岡京遷都の背景

では、なͥԬ京ʹભ都すΔඞཁ͕͋ͬͨのでしΐ͏͔。Ұൠతʹఱߖはఱ͔ܥ

ΒఱஐܥʹԦ͕ܥҠߦしͨͨΊ、چདྷのฏ京の߽やڭྗのഉআΛతʹભ都しͨ

ͱ͞Εています
ㅭ㉅ㅹㅮ

。ޫਔɾఱߖʹは͜のΑ͏な࣏తࢥ͕͋ͬͨ͜ͱは࣮ͩࣄͱ͑ߟ

ΒΕます。ભ都のഎܠʹͭいてݟてい͖ͨいͱࢥいます。

（1）念願だった天智系天皇の即位

はগし͔͞の΅Γます。େ化（645）ݩ、େ化վ৽のத৺人物で͋ͬͨఱ
ㆦ ㇓ ㆘

ஐఱߖ

（த
ㆪㆉㆮㆈㆈㆆㆮㆿ㆓

େܑࢠߖ）͕ ͘なͬͨཌのఱ（672）ݩ݄̒、ఱஐఱߖのߖఋで͋Δେ
ㆈ ㆈ ㆀ ㆾ ㆮ ㆿ ㆓

ւ人ࢠߖ

͕、ఱஐఱߖのଠࢠで͋Δେ
ㆈㆈㆨ㇂ㆮㆿ㆓

༑ࢠߖʹରしてฌΛ͛ڍ、ʮਗ
㆘㇓㆗㇓

ਃのཚʯ͕ຄൃします。ͦの

݁Ռ、ཚΛاてͨେւ人͕ࢠߖউརし、ఱఱߖͱしてଈҐします。ͦのޙの100は、

ओʹఱܥのఱߖ͕ߖҐʹͭ͘͜ͱʹなΓます（ୈ̓ਤ）。

ๅُ（770）ݩ、ܧޙఱߖʹؔしてのশ
㆗㇇ㆄㆨㆎ

ಙఱߖのҨݴΛࠜڌͱして、শಙఱسࣣࣣߖ明

͚の10݄̍日ʹޫ
㆓ㆄㆫ㇓

ਔఱ͕ߖଈҐします。ఱஐܥのޫਔఱ͕ߖ、ఱܥのশಙఱߖのܧޙఱ

の່Ҫߖఱ͕ߖは、ޫਔఱʹܠͱしてબΕͨഎߖ
ㆂㆮㆄㆆㆪㆂ㆗㇓ㆮㆄ

্内ԦΛ࠺ͱしていΔ͜ͱ、͞

ΒʹҪ্内Ԧのߖଠࢠで͋Δଞ
ㆈ ㆕ ㆹ

戸Ԧ（ఱߖのԦܥ）͕ ଘࡏしͨ͜ͱ͕͋Γ、Ұ࣌త

ʹఱஐܥのఱ͕ߖଈҐしても、কདྷతʹఱܥのԦ͕ܥҡ࣋͞ΕΔͱ࣌のݖத෦ʹ߹

ҙ͕͋ͬͨͱ͑ߟΒΕます
ㅭ㉅ㅺㅮ

。

し͔し、ๅُ３（772）３݄、ߖҪ্内ԦはޫਔఱߖΛढ
㆘ ㇅ ㆝

ᨊしͨͱしてഇ͞Ε、まͨ、

݄̑ʹはଞ戸Ԧ͕ߖଠࢠの地ҐΛΘΕます。͞Βʹ྆人は、ޫਔఱߖの࢞
ㆪㆫ㇏ㆪㆂ㆗㇓ㆮㆄ

内Ԧ

Λढᨊしͨͱして༓
㇆ㆄㆸㆂ

ด͞Εます。͜のมʹΑΓଞ戸Ԧʹ代ΘΓʹࢁ
㇄ㆾㆹ㆗㇓ㆮㆄ

෦Ԧཱ͕ଠࢠ
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し、ఱஐܥのఱߖͱしてଈҐします
ㅭ㉅ㅻㅮ

。

Ұ࿈のม͔ΒޫਔఱߖΛத৺ͱすΔ͕ݖ、ఱஐܥの
ㆉ㇓


㇀

ఱߖଈҐΛい͔ʹܭըతʹ

ਐΊ͔͕͓ͨΘ͔Γい͚ͨͩͨͱࢥいます。

（2）　難波宮廃都

ఱܥ都で͋ΔٶΛղମし、Ԭ京ʹભ都しͨഎܠʹはઓུతʹԬ京ભ都Λط

࣮ࣄ化すΔత͕͋ͬͨҰํで、ฏ京のղମΛͬていては、ޫਔɾఱߏ͕ߖ

すΔఱஐܥ৽都で͋ΔԬ京の͕͔ͨͨͬ͏ةΊ、ٶのࡐࢿΛపఈతʹϦαΠΫ

ϧし、ؒظでԬ京ભ都ΛすΔͶΒい͕͋ͬͨͱ͑ߟΒΕます
ㅭ㉅ㅼㅮ

。ٶのॏ
㆘㇅ㆄ㆐㇓㇂㇓

ݢ文ݍ

。Ԭ京でग़すΔ͜ͱ͕、ͦΕΛࣔしています、͕נ

（3）　平城京がもつ地理的弱点の克服

でғまࢁもൺֱతগな͘、まͨ、पғΛすΔಸྑຍ地は、෩ਫࡏ京やฏ京͕ॴݪ౻

ΕていͨͨΊࣗવのཁ͕࠹උΘͬͨ地ཧత݅下ʹ͋Γます。し͔し、౦ΞジΞͱのަқɾ

ަྲྀΛԁʹਐΊΔ͏͑で、૯Ԇ68kmのେΛԟདྷしないͱେࡕԊ؛地Ҭͱ͖ߦ

དྷで͖ない地ཧతऑはվળで͖まͤΜ。ͦ͜で౦ΞジΞͱの૭ޱや物ྲྀڌͱして、େ

。ΒΕます（ୈ̔ਤ）͑ߟしͨͱػ෭都ͱして͕ٶʹۙいࡕ

Ұํ、Ԭ京ͱฏ҆京͕ॴࡏすΔ京都ຍ地は、ɾӉ࣏ɾܡの߹ྲྀʹۙ͘、

ཎΛհして戸内ւͻいては౦ΞジΞʹ݁すΔਫӡのརศੑ͕͋Γます。まͨ、Ԭ

京ભ都ʹ͋ͬては、ٶのࡐࢿΛཎʹΑͬてӡൖし、࡚ࢁΛඋしͨ͏͑で༲͛

しましͨ。

࣌のは、すでʹେܕધ͕ఀധすΔ͜ͱ͕で͖ない΄ど࠭のྲྀೖ͕͋Γ、

Λ௨͡て戸内ւ地Ҭ、ͻいては౦ΞジΞ地Ҭͱの݁ͼ͖ͭΛݻڧʹすΔػは、すで

ʹࣦΘΕていͨ͜ͱも京都ຍ地ΛબΜͩഎܠʹ͋ͬͨͱ͑ߟΒΕています。Ԭ京ભ都ʹ

͋ͨΓࡐࢿのେは͔ٶΒҠங͞Εましͨ。ͦのػ、ࡍΛࣦ͔ͬͨΒࠃࡾ

（ਆ࡚）のՏޱΛத֩ߓʹすΔͨΊʹཎຊྲྀのࣄذΛͨͬߦͱ͑ߟΒΕます
ㅭ㉅ㅽㅡㅾㅮ

。

（4）　長岡京遷都の財政基盤

ߴのߖఱ、Λબ地しͨཧ༝ʹͭいては܇Ե、͕ߖఱ
㆟ㆉㆮㆮㆫㆂㆋ㆕

৽ּの࣮Ո͕Ե܊܇େ

׆Λաごしͨ͜ͱ͕͋͛ΒΕます。まͨ、ભ都ΛすΔ͏͑でظも༮গߖఱ、Γ͋ʹࢬ

༂しͨ౻
ㆵ㆘㇏㇉ㆮㆀ㆝㇓

ேਉछݪ
㆟ㆭㆤ

のਇܧ
ㆯ㆟ㆮㆀ㆕㇂ㆨ

ேࢁ、͕ݩഎᷤࠃ
ㆉ ㆩ ㆮ

܊ʹຊڌΛもͭਇࢯͱ͔ؔͨͬ͜ਂ͕

ͱもΕてはなΓまͤΜ
ㅭ㉅10ㅮ

。

Ԭ京Ӧはଟの࿑ಇྗͱࡐࢿΛཁすΔେۀࣄで͋Δ͜ͱ͔Β、京都ຍ地ʹͦのج

൫Λもͪ、ࡏ地༗ྗऀでདྷࢯܥで͋Δਇࢯのجࡁܦ൫͕ॏཁ͞ࢹΕͨͱ͑ߟΒΕて

います
ㅭ㉅11ㅮ

。し͔し、ਇࢯの記ࣄΛʰଓ日ຊلʱh 日ຊޙ記ʱで調Δͱ、େಉ３（808）の
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ਇ
ㆯ ㆟ ㆮ ㆤ ㆌ ㆾ ㇍

都ذຑ࿊͕֎
㆒㆘ ㇅ ㆔ ㆂ ㆘ ㇇ ㆄ

、ΒΕない͜ͱ͔ΒݟҐ্ʹなΔ記ड़͕ॳग़で͋Γ、΄͔ʹは͋まΓޒै

ਇࢯのجࡁܦ൫ΛաେධՁす͖でないͱすΔҙݟもݟΒΕます
ㅭ㉅12ㅮ

。Ԭ京ભ都の財ج൫

ʹͭいては、͞ΒなΔ研究ΛͨͶなΓまͤΜ。

͜のΑ͏ʹԬ京ભ都は、ޫਔఱ͔ߖΒఱߖͱҾ͖͕ܧΕ࣏ͨతࢥΛܭʹج

ըతʹ࣮͞ߦΕͨࠃՈͨͬͩۀࣄのです。

４　『続日本紀』『日本後記』に見る長岡京遷都

（1）　山背国乙訓郡に関する記事

Ԇྐྵ３（784）݄̑16日ʹԬ京ભ都のͨΊʹ౻ݪேਉछܧやࠤ
㆕ㆆㆌㆮㆀ㆝㇓ㆂㆾㆆㆿ㆗

ഢேਉࠓໟ人Β͕ࢁ
㇄ㆾ

എ
㆗㇍

ࠃ
ㆮㆎㆫ

ʹ͞ݣΕΔҎલ͔ΒԬ京ભ都͕ܭըతʹਐΊΒΕͨ͜ͱΛ、͋ ΒͨΊてʰଓ日ຊلʱ

ʰ日ຊޙ記ʱで֬ೝして͓͖ます。

Եࠃഎࢁ
ㆈㆨㆎㆫ㇓

ޫ、ʱʹ記͞ΕΔのはلͱい͏地໊͕ʰଓ日ຊ܊܇ ਔఱߖๅُ （̎771）Ӟ
ㆄ㇋ㆄ

３݄、

ແҐのԵ
ㆈㆨㆎㆫㆈㆄ

ԦΛै܇
㆘ ㇅ ㆔ ㆂ ㆮ ㆒

ॳΊてです。まͨ、ๅُ͕ࣄҐ下ʹ෮すΔ記ޒ （̑774）݄̍、ࢁഎࠃ

Ե܊܇Ե܇ （ࣾԬ京市֯
㆙ㆿㆮㆿ㇄

ʹ（ਆࣾٶ や͕ࣛଟ͘ूまΓ、ޅඦ಄͕̓日ؒʹΘͨͬて

͑ͨ͜ͱ、ͦして、ಉ݄̒、Եࣾ܇ʹฎ
ㆸㆂㆯㆎ

ቴΛไೲしͨ記ࣄなど͕͋Γます。͞Βʹ、ๅ

ُ （̓776）݄̔、ࢁഎࠃԵޒै֎、܊܇Ґ下のӋ
ㆯ㇊ㆮㆤㆰ㆕

ཌྷʹਉ܀
ㆈㆿ

の
ㆉㆰㆭ

Λत͚ͨ記ࣄも֬ೝで͖

ます。ͦのલʹはԵ܊܇ʹؔすΔ記͕ࣄΈΒΕない͜ͱ͔Β、ๅُ （̎771）͔Βๅُ̓

（776）のؒʹݖ内෦ʹͱͬてࢁഎࠃԵ͕܊܇も࣏ͭతなॏཁ͕ٸʹߴまͬͨͱ

。ΒΕます͑ߟ

（2）　藤原朝臣種継の官歴

Ԭ京ભ都ʹॏཁなׂΛՌͨしͨ౻ݪேਉछܧのྺʹͭいてݟて͓͖ます（ୈ̕

ਤ）。ै
㆘㇅㇍ㆎㆂ

Ґ্
㆘㇇ㆄ

のҎ߱、ఱฏਆޢ （̎766）ैޒҐ下、ๅُ （̒775）ʹはۙ
㆓ㆮㆆㆮ㆗㇇ㆄ㆗㇇ㆄ

Ӵগকɾ

ࢁ
㇄ㆾ㆗㇍ㆮㆉㆿ

എक、҉͞ࡴΕͨԆྐྵ （̐785）ʹはଃਖ਼
㆗㇇ㆄㆂㆡㆂ

ҰҐ、ࠨେਉのΛड͚ています。ಛʹ、

ๅُ （̑774）Ҏ߱のٸなঢਐは、౻ݪேਉछܧの͕ਇேݩで͋Γ、ࢁഎᷤࠃ܊

ʹຊڌΛもͭਇࢯͱの͕ؔͨͬ͋͜ͱͱԬ京ભ都のߏΛੵۃతʹਐΊΔޫਔɾ

ఱߖのࢥ͕എܠʹ͋ͬͨͱ͑ߟΒΕます。

（3）　祥瑞・自然災害・飢饉や疫病、そして、奉納や祭祀、大祓

ʰଓ日ຊلʱΛΈΔͱ、ๅُ（770）ݩ͔Βಉ （̒775）ʹ͔͚て、ݖの҆ఆʹӨ͕ڹ

͋Δ
㆗㇇ㆄ㆚ㆂ

ਸ਼（٢ஹ）やݖΛ͔ڴす地ɾᏢ
ㆉ㇓ㆰㆤ

ᲆɾߑਫɾٌᰳɾӸප、ͦして、
㇄ㆎ

Λᜄ
ㆯ㇉

͏ͨΊの

ਆࣾのไೲやࡇɼେ
ㆈㆈㆯ㇉ㆆ

ᜄの記૿͕ࣄՃします。ಛʹ、ๅُ （̑774）͔Βๅُ （̒775）は、

ਸ਼は̐ճ、ؾࡂの記͕̓ࣄճ、ͦΕΒʹ͏ٌᰳやӸපは12ճ、ไೲやࡇ、େᜄ

ʹͭいては12ճΈΒΕます（表̍）。Ҏ্のΑ͏ʹޫਔɾఱߖの৽京Ӧのഎܠʹは、
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ࣗવࡂもେ͖なཁҼͱして͋ͬͨͱ͑ߟΒΕます。

５　まとめ

ๅُ３（772）３݄、ޫਔఱߖΛढᨊしͨͱしてߖҪ্内Ԧ、ଞ戸Ԧ͕ͦの地Ґ

ΛΘΕ、͞Βʹ྆人は、ޫਔఱߖの࢞内ԦΛढᨊしͨͱして༓ด͞Εます。͜の

Ұ࿈のมは、ޫਔఱ͕ߖఱஐܥのఱߖଈҐΛܭըతʹਐΊ、まͨ、Ԭ京ભ都͕、

ޫਔɾఱߖの࣏తࢥΛܭʹجըతʹ࣮͞ߦΕͨࠃՈۀࣄで͋ͬͨ͜ͱΛࣔしてい

ます。

Ԭ京Ӧは、Ԇྐྵ３（784）͔Β࢝まͬͨͱࢥΘΕ͕ͪです͕、چখാの൙ཞΛ

͗、ՏಓΛݻఆすΔͨΊʹઃ͚ΒΕͨࢪ؛ޢઃ̨̭36675の͕ࢪฏٶثᶛ768）ظʙ

784）ʹ ൺఆで͖Δ͜ͱ͔Β、ͦΕΑΓ͔͞の΅Δๅُ （̒775）10݄̒日、ـ内ࠃޒʹ

ఠしましͨࢦΛੑのमཧやӦΛ໋ͨ͡記ड़ͱのਂいؔߔΘͤて、やݣΛऀ
ㅭ㉅13ㅮ

。Տಓ

ΛݻఆすΔͨΊのࢪ؛ޢઃ̨̭36675͕ͦ͜、प౸ʹܭը͞ΕͨԬ京ભ都の࣮ଶΛΑ͘

表しています
ㅭ㉅14ㅮ

。

（̍）日下խٛ　1992ʮݹ代都京のཱ地݅ʯh Ԭ京ݹ文化̎ʱ

（̎）財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター　1997ʮԬ京ࠨ京ୈ366࣍ɾதҨʯh 京都府Ҩ

調査֓ใʱ78　

（３）京都府ڭҭҕһ会　1975ʮԬ京ࠨ京ࡾೋୈ̎࣍ʯh 埋蔵文化財ൃ۷調査֓ใ（1975）ɦ

（̐）Ҫ্ຬɾதࢁमҰ　1983ʮୈ̑ষ　Ԭ京のなΓͨͪʯh 向日市࢙ʱ向日市

（̑）ล2001　ߊʰฏ京ͱ؆のੈلʱߨஊࣾ

（̒）ࢁத　ষ　2001ʰԬ京研究ং説ʱ്ॻ

（̓）ࢁத　ষ　1996ʮୈೋઅ　Ԭ京ͱݹ代都ʯh Ԭ京࢙ʱԬ京市

（̔）ଜ༏2007　قʮԬฏ҆ભ都の࢙తഎܠʯh ʱ134ࠂຽଏֶ物ؗ研究ใ࢙ྺཱࠃ

（̕）࣍ɾதඌ๕2003　࣏ʰγンϙジムݹ代のͱٶʱֶੜࣾ

（10）Ҫ্ຬ　2013ʰఱߖͱฏ҆京ʱ٢߂文ؗ

（11）தଜम　2001ʰฏ҆京のΒしͱߦʱࢁग़൛ࣾ

（12）খྛ　ਗ਼　1975ʰԬ京の৽研究ʱൺӥॻ

（13）খ　1998　ʮԬ京Ӧʹ͏Տվमۀࣄʯh 京都府埋蔵文化財ใʱ67　財団法人京都府埋

蔵文化財調査研究センター

（14）খ　2020　ʮԬ京ભ都の࣮ଶʯh ٶͱݹ代都ʱಉࣾ
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ୈ̍ਤ　調査地Ґஔਤ
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ୈ３ਤ　ୈ̐τϨンν࣮ྻߌଌਤ

ୈ̎ਤ　τϨンνஔਤ
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ୈ̐ਤ　ग़Ҩ物࣮ଌਤ（168ʙ170ɿࢪ؛ޢઃ̨̭36675）

ୈ̑ਤ　人࣮ܗଌਤ
ઃ̨̭ࢪ؛ޢ） 36675）

ୈ̒ਤ　چখാՏಓͱྻߌҐஔؔਤ（ҹ͕ྻߌ）
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ࣸਅ̍　౦Ұؒ౦খ࿏ͱ࢛ؒখ࿏のަࠩ

ࣸਅ̎　ࢪ؛ޢઃ4936675ݕྻߌग़ঢ়گ（౦͔Β）
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ࣸਅ３　ࢪ؛ޢઃ4936675ݕྻߌग़ঢ়گ（南͔Β）

ࣸਅ̐　ࢪ؛ޢઃ4936675ݕྻߌग़ঢ়گ
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西暦 年号 天皇 月 事　　　　　項

770 宝亀元
称徳

8 天皇が西宮正殿で崩御される（53歳）。
8 山部親王（後の桓武天皇）に従四位下を授ける。
9 京と諸国で大祓をする。

光仁

10 白壁王が大極殿で即位し、元号を宝亀と改めた。

771 宝亀２
3 諸国に疫病の神を祀らせる。
閏 3 無位の乙訓王を従五位下に復した。

772 宝亀３
2 皇后井上内親王が呪詛の罪に連座し、地位を廃される。
4 造薬師寺別当の道鏡が死去する。

773 宝亀４ 1 山部親王（後の桓武天皇）を皇太子とする。

774 宝亀５
1 乙訓郡の乙訓社に狼や鹿が多く、野狐百頭が吠えるが、7日で
治まる。

6 乙訓郡の乙訓社に幣帛を奉る。

775 宝亀６ 10 地震。風雨と地震のため大祓を行う。畿内五カ国の池や溝を修理・
造営させる。

776 宝亀７
8 山背国乙訓郡の外重五位下の羽栗翼に臣の姓を賜う。大風。全
国に蝗の害発生。

12 山背国葛野郡の秦忌寸箕造ら 97人に朝原忌寸の氏姓を賜う。
777 宝亀８ 3 宮中でしきりに奇怪な事が起こり、大祓を行う。
778 宝亀９ 1 高野朝臣（桓武天皇生母の新笠）に従三位

781 天応元

4 3日、皇太子は光仁天皇から位を譲られ皇位に就く。4日、早
良親王を皇太子とした。

4 天皇の母親の高野夫人（高野朝臣に新笠）を皇太夫人と称す。

4 賀茂神を祭る賀茂御祖神社と賀茂別雷神社の禰宜や祝などに初
めて笏を持たせた。

12 地震２回。23日、光仁太上天皇が 73歳で崩御、桓武天皇、喉
破れるほど、悲しみ泣き叫ぶ。

782 延暦元

桓武

4 山背国が京職の兵と同様、調の免除を願い出る。

783 延暦２
2 正三位藤原朝臣乙牟漏・従三位藤原朝臣吉子を桓武天皇夫人と
する。

4 正三位藤原夫人（乙牟漏）を皇后とする。

784 延暦３

5 午前 6時、四分の黒斑の蝦蟇二万匹が難波市南道から三町南行
し、四天王寺に至る。午前 12時消散。

5 16日、乙訓郡長岡村に遷都するため、従三位の藤原朝臣種継や
従三位佐伯朝臣今毛人らを山背国に遣わす。

6 10日、従三位の藤原朝臣種継や従三位佐伯朝臣今毛人らと六位
官人八名を造長岡使に任じる。宮殿造営開始。

6 13日、遷都報告の為参議近衛中将らを賀茂大神に遣わす。調・
庸や宮造営物資を諸国に命じ長岡宮に進上。

6 23日、新京（長岡京）の宅造営のため、諸国の正税 68万束を
右大臣以下参議以上の官人等に賜う。

表̍　Ԭ京ભ都ؔ࿈表
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784 延暦３

桓武

6 28日、宮内での人民の私宅が 57町あり。山背国の正税
４万３千束余を持主に賜う。

7 4日、阿波・讃岐・伊予国に命じ、山崎橋の料材を進上させる。

11 長岡遷都のため、賀茂上下二社に従二位、松尾・乙訓二神に従
五位下を叙す。

11 24 日、中宮と皇后、長岡に到着。28日、賀茂上下二社、松尾・
乙訓二神を修理。

785 延暦４

5 山背国が皇都なり、長岡村から他所に遷った人民の戸籍は京と
して扱うように命じる。

7 長岡宮造営に使役する人夫に労賃の支給命じる。諸国人民 31
万 4千人を雇用。

8 長岡宮太政官院の垣を築いた従七位上の大秦公忌寸宅守に従五
位下を授ける。平城宮に行幸する。

8 28日、中納言・従三位の大伴宿禰家持が死す。死後二十日余日
に大伴継人・大伴竹良が藤原朝臣種継を殺害。

9 藤原朝臣種継が薨じる。皇太子早良親王を廃す。
786 延暦５ 1 従三位藤原朝臣旅子を夫人に任じる。地震。

787 延暦６
2 岡成（桓武天皇の皇子）に長岡朝臣の氏姓を与える。

10 本年は豊作。水陸交通の便を考えて長岡村に遷都した。天皇が
長岡宮に帰還した。

788 延暦７ 9 水陸便利な長岡の地に遷都するが、皇居未完成。建設作業従事
者は疲弊。減税する。

789 延暦８
3 造東大寺司を廃止。
8 長岡宮造営官人に位階。
12 中宮（桓武天皇母、高野新笠）が崩じる。

791 延暦 10
4 山背国管内の諸寺塔の修理指示。

9 平城宮の諸門を解体し、長岡宮に移築させた。殺牛の漢神祭を
禁止。

792 延暦 11 6 畿内の名神に幣帛を奉る。皇太子健康祈願。皇太子の病が崇道
天皇（早良親王）の祟りと判明。

793 延暦 12

1 大雪が降る。14日以降七日間の殺生禁断を指示する。遷都のた
め、山背国葛野郡宇太村に視察させる。

3 天皇が葛野に行幸し、新京（平安京）を巡覧する。伊勢大神宮
に奉幣し、遷都を奉告する。新京宮城工事。

11 天皇が新京を巡覧する。交野で狩猟。

794 延暦 13

7 長岡京の東西の市を新京に遷す。宮中と京・畿内において地震。

9 一日、二日地震。三日間殺生禁止。天皇交野で狩猟。諸国の名
神に奉弊。新京への遷都と蝦夷征伐祈願。

10 天皇が交野で狩猟。22日天皇が新京に遷る。造宮使と山背国が
奏献して五位以上に農具や衣被を下賜。

10 28 日遷都。

11 天皇が北岡（平安京北峰丘陵）で狩猟。山背国の地勢を褒め、
山城国と改名。平安京と呼称。
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